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研究成果の概要（和文）：大規模データベースの構築を実現するための検討を進め，データ収集のための技術チャレン
ジであるHASC Challengeを継続的に開催した．また，年齢・性別でバランスさせた被験者を含む行動データ及び構造物
内移動データ（HASC－IPSC）を公開した．その結果，当初の目標であった500名を超える被験者のコーパス構築が実現
できた．センサ信号処理研究を支えるツールとして，行動信号処理ツール HASC Tool, HASC Logger の開発を行った．
国際ワークショップHASCA2013をUbicomp2013の併設ワークショップとして開催した．

研究成果の概要（英文）：We held HASC Challenge that is a technical challenge for human activity sensing da
ta collection continuously. Additionally, we organized indoor pedestrian sensing corpus with a balance of 
gender and age for indoor positioning and floor-plan generation researches. As the total, cumulative subje
cts exceed 500, and initial goal of the research is achieved. We also developed HASC Tool and HASC Logger 
for human activity sensing research. We held HASCA2013 as the joint workshop of Ubicomp2013 for enhance in
ternational appearance of our research. 
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１．研究開始当初の背景 
 
行動認識技術は，幅広い応用が期待できるに
も関わらず，音声・画像・自然言語分野のよ
うな大規模コーパスやツールが欠如してい
た． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，装着型センサを用いた大規模行
動データベースの効率的な構築を目指し，国
際的な行動理解技術の基板となるデータベ
ース構築手法やデータ処理，支援ツールの実
現を目的とする．特にコーパスの実用的・効
率的な構築を目指し，データ形式の統一，デ
ータ収集技術，及びセンサデータの処理技術
やデータ収集・処理を支えるための標準的な
支援ツールを開発する．さらに，センサの装
着位置，種類，サンプリングレート等，デー
タ収集に検討すべき項目や，身長・体重，靴・
床材質等のセンサデータに影響を与える被
験者や環境に関する条件についての検討を
行う．本研究ではコーパスの収集を進め，初
年度終了時までに 200人規模，次年度に 300
人規模，最終年度までに 500人規模の行動デ
ータの収集を目指す． 
 
３．研究の方法 
 
単一の研究グループが被験者を集めて数百
人規模のコーパスを収集するのは，金銭的に
も時間的にも 大きなコストがかかる．また，
実用的なコーパスを構築するには，現在利用
可能な様々なスマートフォンやウェアラブ
ルセンサのデータが必要となるが，単一グル
ープがそれらの端末を用意するのは困難で
ある．そこで，データ収集のための技術チャ
レンジである HASC Challenge を継続的に開
催し，参加グループから提供されるセンサデ
ータを統合することで，大規模コーパスの構
築を目指す（図１）． 
 

図１．複数グループからのデータ提供に基づ
くコーパス構築 

 
４．研究成果 
 
まず，大規模行動データベースの構築を実現
するための基礎的な事項について検討した.
特定の応用を想定した場合，行動種類・セン
サの種類・装着方法などに偏りが生じる．そ
こで，特定の応用を想定せず，基本行動（歩
行・走行・階段昇降・スキップ・静止）と，
実環境移動（駅や家から大学までなど）を対

象とした．また収集するセンサデータは，加
速度センサのみを必須とし，他のセンサはオ
プションとした．さらに，データ形式，行動
の正解データのラベリング形式，被験者情報
や端末情報のメタデータ形式を決定した．  
 
データ収集のための技術チャレンジである
HASC Challenge は，2011 年，2012 年，2013
年と継続的に開催した．表１に，チャレンジ
ごとの参加グループ数を示す．日本国内の多
くの大学・企業・研究所が HASC Challenge
に参加した．その結果，大規模行動データの
収集を実現できた． 2014 年以降も本研究者
のグループを中心に継続する予定である． 
 
表１．HASC Challenge の参加グループ数 
HASC Challenge 参加グループ数 
2011 19 
2012 17 
2013 18 

 
HASC Challenge を通して収集したデータは，
被験者の性別や年齢に偏りがあるという問
題があった．そこで，年齢・性別バランスコ
ーパスの構築を行い，107 名の被験者を含む
行動データ（HASC－IPSC）を公開した．  
 
実環境移動データについても，絶対的なデー
タ量の不足に加え，同一経路を複数回移動し
たデータや，同一の始点・終点から，異なる
経路で移動したデータといった，移動経路の
バリエーションが不足しているという問題
があった．そこで，HASC-IPSC では，基本行
動データを収集した107名の被験者に対して，
特定の建物内（図２）を様々な経路で歩いて
移動した経路移動データの収集も行った．  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２．HASC-IPSC における移動経路データ収

集環境 
 

HASC-IPSC では，経路移動のセンサデータに
加え，建物の歩行空間ネットワーク（図３）
や，個別の経路移動データの正解軌跡（図４）



が含まれている．HASC-IPSC では，無線 LAN
情報も同時に収集しており（表２），加速度
センサ・ジャイロ・地磁気・無線 LAN を用い
た高度な屋内移動に関するデータの研究が
実施できる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
図３．歩行空間ネットワーク構造 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３．移動経路の正解データの例 

 
表２．HASC-IPSC の統計情報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
これまでの HASC Challenge を通じで収集し
たデータに，バランスコーパス（HASC－IPSC）
107 名を追加した，統合版の HASC Corpus の
構築が完了した．基本行動・実環境・経路移
動データの延べ被験者数は，625 名となり， 
500 人規模のコーパス構築という当初の目標
は達成された．表３に，統合版 HASC Corpus

の概要を示す． 
 

表３．HASC Corpus の概要 

 
 
行動信号処理の共通基盤としての HASC 
Tool(図４)と，行動信号のロガーツール 
HASC Logger（図５）の開発を進めた．複数
プロセッサによる分散処理など多くの機能
が搭載され，多様な応用が実現可能になりつ
つある． 
 

図４．HASC Tool 

図５．HASC Logger 
 
HASC Challenge への参加者増加や，行動信号
処理分野の裾野を広げる活動として，HASC 
Tutorial も継続的に実施してきた．その結果，
大学・企業からの HASC Challenge 参加者数
を底上げすることができた．表４に，HASC 
Tutorial の実施概要を示す． 
 
 
 
 



表４．HASC Tutorial 開催概要 
HASC Tutorial 開催場所 
2011 名古屋，東京，大阪 
2012 名古屋，神戸，福岡，

東京 
2013 名古屋，熊本，京都 

 
 
国際化については，本研究グループが主な提
案者となり， HASCA2013 （ International 
Workshop on Human Activity Sensing Corpus 
and its Application）を Ubicomp2013（ユビ
キタス関係の最難関国際会議）の併設ワーク
ショップとして開催した．50 名近くの参加者
を得て，本研究成果の国際的な認知度が向上
した．次年度の HASCA2014 開催も決定した．  
 
当初挙げていた目標は全て達成された．500
人規模を超えるコーパスを構築し，行動信号
処理の支援ツール HASC Tool/ HASC Logger 
も改良を続け多くの有用な機能を実装でき
た．既に複数の研究者が，我々の構築したコ
ーパスやツールを使用して新たな研究成果
を発表している．また，HASC Challenge 
2011-2013, HASC Tutorial 2011-2013 ，
HASCA2013 の開催を通じて，国内外の行動信
号処理研究に関するコミュニティを構築で
きた． 
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